
 
                令和 8 年 6 月 

 
大 阪 市 医 学 会 

                         会 長 鶴 田 大 輔 
 
 

   大阪市医学会第 556 回例会を下記のとおり開催致しますの 
 で、お繰り合せの上御来聴下さるようご案内申し上げます。 
 
 
  

記 
 
 
   日  時： 令和 8 年 7 月 16 日（木）午後 1 時 50 分〜（予定） 

「評議員会および総会」終了後開催予定 
 
   場  所： 大阪公立大学大学院医学研究科 学舎 4Ｆ・大講義室 
 
   当番教室： 大阪公立大学大学院医学研究科 
 代謝内分泌病態内科学 
  腎臓病態内科学 
           
                        
  
 
 【普通演題：注意事項】 
 
    ○普通講演の発表は 1 題 15 分以内 
     （13 分以内が発表で 2 分が質疑応答の時間とします） 
     （講演時間終了 1 分前 ベル 1 回、終了時 13 分 ベル 2 回鳴ります） 
  ○コンピュータは各自で用意して下さい。（スライドは不可） 

 ○討論は 2 分以内、発言者は所属と姓名を告げ、座長の許可を得て下さい。 
  ○次演者は所定の席に着席して下さい。 
 
 
 【学位論文審査会：注意事項】 
 
  ○審査時間は１人 25 分です。 
   （10 分以内が発表で、約 15 分が質疑応答の時間とします）   
   （発表時間開始 8 分後および 10 分後にベルが鳴ります）    

 ○コンピュータは各自で用意して下さい。   
  ○審査開始時刻の 2０分前には発表会場の受付にお越し下さい。  
  ○次演者は所定の席に着席して下さい。   
  
 
 
 



 
 第 556 回 大阪市医学会例会プログラム  

 
 

学位論文審査会 
 

1.  14 時 00 分～ 
  Intravenous Administration of Ex Vivo Expanded Human Umbilical Cord Blood-derived CD34+ Cells 
 in a Preterm Hypoxic-ischemic Encephalopathy Mouse Model 
 早産児低酸素性虚血性脳症マウスモデルにおける Ex Vivo増幅技術を用いたヒト臍帯血由来 CD34陽 
 性細胞の静脈内投与 

    新井
あ ら い

 那摘
な つ む

     （大学院医学研究科・発達小児医学*） 
   【主査：橘 大介 副査：瀬戸 俊之・濱崎 考史】 
 
2.  14 時 30 分～ 
  Haematopoietic Loss of the X Chromosome is Associated with a Lower Likelihood of Natural  
  Conception 
   造血細胞における後天的 X染色体喪失は自然妊娠の可能性の低下と関連する 

    菊池
き く ち

 太
たい

貴
き

     （大学院医学研究科・女性生涯医学**） 
   【主査：濱崎 考史 副査：山本 晃・橘 大介】 
 
3.  15 時 00 分～ 
  Longitudinal Study of Emotional Intelligence Scale Items Associated with Improvement in Meniere’s  
  Disease 
   メニエール病の改善に関連する情動知能尺度の縦断研究 

    竹宮
たけみや

 由美
ゆ み

     （大学院医学研究科・耳鼻咽喉病態学*） 
    【主査：井上 幸紀 副査：吉川 貴仁・角南 貴司子】 
 
 
 

学位論文審査会（7/10開催） 
 
1.  9 時 00 分～ 学舎 4 階 小講義室 1 
  Predicting Postoperative Atrial Fibrillation: A Pragmatic Risk Score Based on Preoperative Factors 
  開心術後心房細動発症の術前リスクスコアの構築 

        野田
の だ

 和樹
か ず き

      （大学院医学研究科・心臓血管外科学*） 
                  【主査：福田 大受 副査：新谷 歩・高橋 洋介】 
 
 
 

学位論文審査会（7/13開催） 
 
1.  13 時 00 分～ 学舎 4 階 大講義室 
  Simultaneous Establishment of Autologous Colorectal Cancer and Mesothelial Stromal Cell Lines  
 from Malignant Ascites Reveals a Mesothelial-stromal FGFR3 Axis as a Potential Vulnerability in  
 Peritoneal Metastasis 
 悪性腹水由来の自家由来大腸癌細胞および中皮間質細胞株の同時樹立により明らかとなった，腹膜播 
 種における中皮間質 FGFR3軸の治療標的としての可能性 

        福井
ふ く い

 康
やす

裕
ひろ

      （大学院医学研究科・消化器外科学**） 
                  【主査：宗 淳一 副査：藤原 靖弘・前田 清】 
 
 



 
2.  15 時 00 分～ 学舎 18 階 セミナー室 
  Targeting Glutamine Transporters as a Novel Drug Therapy for Synovial Sarcoma  
 滑膜肉腫に対する新規治療戦略としてのグルタミントランスポーター標的治療の研究 

        Tran
ちゃん

 Duc
どぅっく

 Thanh
た ん

    （大学院医学研究科・整形外科学*） 
                  【主査：孝橋 賢一 副査：西村 哲郎・寺井 秀富】 
 
3.  15 時 30 分～ 学舎 18 階 セミナー室 
  Integration of Circulating Immune Checkpoint Proteins and Osteopontin Refined Risk Stratification in 

Osteosarcoma 
 血中免疫チェックポイントタンパク質とオステオポンチンの統合による骨肉腫のリスク層別化の緻化 

         Nguyen
ぐ え ん

 Tran
ちゃん

 Quang
く あ ん

 Sang
さ ん

 （大学院医学研究科・グローバル教育・医療学*） 
                  【主査：金子 幸弘 副査：寺井 秀富・鶴田 大輔】 
 



                                                     
  各 位 
                               鈴木衣子賞（会長賞）・学会賞選考委員会 
                                   委 員 長   川口 知哉 
 

令和 8年度 
大阪市医学会 第 5回鈴木衣子賞 (会長賞)・第 72回学会賞 の募集について 

 
   令和 8 年度 大阪市医学会 鈴木衣子賞（第 5 回）・学会賞（第 72 回）の公募をします。貴教室・研 
 究室・各機関に周知いただきますようお願い申し上げます。 
 

記 
 

● 鈴木衣子賞（会長賞）応募規定 ● 
  1. 対 象 

   大阪市立大学が大阪府立大学と統合して大阪公立大学になるのを記念して、これまで 67 回の歴 
史のある大阪市医学会会長賞を新たな賞として改訂しました。鈴木衣子先生は、昭和 34 年（1959
年）に大阪市立大学医学部を卒業され、米国 University of North Carolina at Chapel Hill の病理学・

臨床検査学の主任教授を務められ、神経病理学の分野で長年にわたり国際的にご活躍され、その

発展に大きく寄与されました。本賞は、鈴木衣子先生のお名前を頂き、本学の関係者で学内外に

関わらず、国際的に評価される優れた業績を上げている若手医師、研究者を表彰します。 
 

2. 応募期限：令和 8 年 9 月 1 日（火）必着 
 

3. 提出書類： ◇応募用紙（フォーマットしたものがありますので、ご請求下さい）       6 部 
 ◇推薦書（推薦者に条件はありません。書式はフォーマットしたものが 

ありますので、ご請求下さい）                                  6 部         
       ◇代表的論文 3 報の別刷        各 6 部 

  ◇応募用紙、推薦書、論文（図・表含む PDF で保存したもの）の 
          3 点を入力した USB（返却致します）またはメールでのデータ送付   1 点 
                               
  4. 選考方法と受賞後の規定 
   1）選考委員会で代表的論文 3 報の業績を中心に応募書類を総合的に審査し、鈴木衣子賞（会長 
   賞: 1 名）の受賞者を大阪市医学会理事会において決定します。 
 2）鈴木衣子賞（会長賞）と学会賞の 2 つに応募されても、受賞されるのは 1 つとします。 
 3）受賞者は、やむを得ない理由がない限り、授与式（令和 9 年 3 月 18 日予定）には出席するこ 
  ととします。 
 
 5. 応募資格 
  1）大阪市医学会会員歴が応募の時点で 4 年以上ある者、大阪市立大学あるいは大阪公立大学医 
   学部卒業生、大阪市立大学あるいは大阪公立大学大学院医学研究科博士課程を修了した者。 

2）令和 9 年 3 月 31 日時点で 50 歳未満である者。但し、本学大学院医学研究科の教授は対象外 
   とする。 
  3）会長賞（市長賞）を既に受賞された筆頭著者は、選考対象としません。 
 4）受賞者は、受賞後に講演（Web セミナーも可）をしていただきます。 

 
  6. 副 賞：鈴木衣子賞（会長賞: 1 名）は賞金 100万円が盾と共に授与されます。 
 



 7. 提出先：〒545-8585  大阪市阿倍野区旭町 1-4-3 
             大阪市医学会事務局（大阪公立大学大学院医学研究科 学舎 12F） 
             TEL&FAX：06-6645-3782 E-mail：gr-med-shiigakukai@omu.ac.jp  

 
● 学会賞 応募規定 ● 

 1. 対象論文 
   大阪市医学会雑誌、Osaka City Medical Journal、あるいはその他の学術雑誌に令和 6 年 10 月 1 日 
 から令和 8 年 8 月 31 日までの間に掲載された論文に限ります。 
 

2. 応募期限：令和 8 年 9 月 1 日（火）必着 
 

3. 提出書類： ◇応募用紙（フォーマットしたものがありますので、ご請求下さい）       1 点 
        ◇論文別刷                                           6 部 

  ◇800字程度の内容抄録（タイトル・全員の氏名・所属も記載）と 
   自己評価（貢献性・将来性等）   6 部 
        ◇応募用紙、論文別刷（図・表含む PDF で保存したもの）、内容抄録 
   と自己評価の 3 点を入力した USB（返却致します）またはメールで 

のデータ送付                                                   1 点 
                          
  4. 選考方法と受賞後の規定 
  1）応募論文を選考委員会で審査し、3グループの学会賞受賞者を大阪市医学会理事会において 
  決定します。 
    2）鈴木衣子賞（会長賞）と学会賞の 2 つに応募されても、受賞されるのは 1 つとします。 
 3）部門は「基礎部門」「臨床部門」「公衆衛生・疫学部門（臨床疫学を含む）」に分れており 
   ます。応募された論文の部門は、選考委員会で変更する場合があります。 
 4）受賞者は、やむを得ない理由がない限り、授与式（令和 9 年 3 月 18 日予定）には原則出席 
  することとします。 
 
 5. 応募資格 

 1）応募論文の著者（筆頭著者、共著者全員）は、応募の時点で大阪市医学会会員であること。 
 2）会長賞（市長賞）を既に受賞された筆頭著者は、選考対象としません。また学会賞（筆頭著 
  者のみ）の受賞は 3 回までとする。 
  3）研究内容が、大阪市医学会例会または大阪市役所医師会例会に報告されたもの（11 月例会発 
   表予定を含む）。 
  4）大阪公立大学内の同一大学院講座からの応募は一件とし、所属長のサインはいりますが、学 
   外はこの限りではありません。 
  5）「大阪市・市大・大阪公立大学医学部」関係の先生が「大阪市関連の所属機関」で研究した 
   ものに限ります。なお、大阪市役所医師会例会に発表していても大阪市医学会例会に発表して 
   いない受賞論文は授与式までに大阪市医学会例会で発表していただきます。大阪公立大学医学 
   部所属の方につきましては、必ず例会発表後に応募していただくこととします。 
 
  6. 副 賞：学会賞（3グループ）は賞金各 10万円が賞状と共に授与されます。 
 
 7. 提出先：〒545-8585  大阪市阿倍野区旭町 1-4-3 
             大阪市医学会事務局（大阪公立大学大学院医学研究科 学舎 12F） 
             TEL&FAX：06-6645-3782 E-mail：gr-med-shiigakukai@omu.ac.jp  
 

応募についてのお問い合わせは、大阪市医学会事務局までお願い致します。 


